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田代幼稚園 小児科講演会 

おひさまこどもクリニック 寳滿 誠 

 

診療予約システム 

・一般診療の予約（アイチケット）当日の順番取り 

・予防接種と健診の予約（主治医ドットコム）24時間 365 日受付 

・診察は予約なしでも OK、予防接種は予約必要 

看護師募集中 

・常勤でもパートでも OK ・小児科初心者もパソコン初心者も OK 

2015 年インフルエンザワクチン 

・2015 年 9月予約開始、10 月～11 月接種 

・相互乗入実施予定 ・毎年接種することが大事 

 
おひさまこどもクリニックホームページ 

http://homepage3.nifty.com/ohisama-kodomo/indexp.html 









まあ、熱がある！どうしましょう？ 

おひさまこどもクリニック 

１）熱はなぜ出るのか？ 

急な熱の原因は９割位がウイルス感染で、１割位が細菌感染です。バイ菌（ウイルスや細菌）は熱に弱く、

体を守る力（免疫力）は熱があると強くなります。つまり、こどもの急な熱は敵ではなく味方なのです。で

すから、むやみに熱を下げすぎると病気の治りがかえって悪くなることがあり、注意が必要です。 

 

２）２～３日は様子をみて良い熱 

熱が高い割には元気がある、食欲もある、機嫌も良いなど、熱以外の症状が特に無ければ慌てなくてもよい

でしょう。ただし、状態が良くても３日以上熱が続くときは、診療時間内に診察を受けてください。 

 

３）急いで診察を受けた方がよい熱 

■生後３か月未満の赤ちゃんの熱 

月齢の小さな赤ちゃんは、全身状態が良さそうに見えても、敗血症（血液の中にバイ菌が入って全身を回る

病気）や髄膜炎（脳や脊髄の周りにバイ菌が入ってしまう病気）などで生命が危険になることがあります。 

■熱に伴う他の症状がある場合 

お母さんの「いつもとちがう」という印象は重要なサインです。機嫌がわるい、元気がない、食欲がない、

咳がひどい、嘔吐・下痢がひどい、尿があまり出ないなどの場合は診察を受けてください。 

 

４）発熱時の看護 

■脱水に注意 

こどもは食欲が落ちると脱水症になりやすく、それがさらに病気を悪化させます。乳児は母乳やミルク、幼

児はスポーツドリンクや湯ざましなどをこまめに飲ませましょう。嘔吐のため水分を受け付けないときや、

おしっこの量がいつもの半分より少ない場合は、点滴をすることがあります。 

■寒気があるときは保温を 

熱の出始めに寒気がしたり、体が震える、手足が冷たいといった状態に気づいたら、冷やすよりも暖めてあ

げた方が楽になります。ただし、汗をかくまで暖めるのは、やりすぎです。 

■熱が続いて、体全体が熱いまたは発汗があるときは少し涼しく 

熱が上がりきってしまったら、薄着にし、下着を着替えさせましょう。頭を冷やしても構いません。暖める

か、冷やすかの判断は、簡単に言えば、本人の気持ちのよいようにしてあげればよいのです。 

 

５）抗生剤の必要性 

こどもの熱の原因はほとんどがウイルスで、ウイルスに抗生剤は無効です。抗生剤は診察の結果、細菌感染

の可能性が高い場合以外、安易に使用してはいけません。 

 

６）熱についての心配あれこれ 

■熱で脳がやられないか？ 

意識障害や 10～15 分以上続くけいれんの場合、髄膜炎・脳炎・脳症などの可能性がありますので、直ちに

受診してください。例えば 40℃あっても、肺炎による熱なら脳に影響はありません。熱だけに注目せず、全

身状態や意識状態などをよく観察してください。 

■解熱剤の使い方は？ 

機嫌が悪いとき、夜眠れないとき、痛みがあるときの応急処置として、38℃または 38.5℃以上を目安に１

日１回程度使用しても構いません。使用後 1 時間以内に気分が良くならない場合は、受診してください。 

■ひきつけたら？ 

まず、慌てないこと。舌を噛んで死ぬことはないので、割箸など口に物を詰めてはいけません。嘔吐した物

を気管に吸い込まないように顔を横に向けて、落ち着くまで２～３分間待ってください。止まらないような

ら、躊躇せず救急車を呼んでください。３回以上ひきつけたことのある方には、ひきつけ予防の坐薬を処方

します。解熱剤の坐薬ではひきつけの予防はできませんので、注意してください。 



 
 

病気のときのお風呂 

 

 

 

おひさまこどもクリニック 

 

  

■咳や鼻水があるから、熱があるからという理由で入浴しなかっ

たことが原因でかぶれたり、アトピーが悪化したりする例が大変

多いです。風邪の症状よりも皮膚のトラブルで辛い思いをさせな

いように、スキンケアをしてあげましょう。 

 

■元気がある、機嫌が良い、食欲があるときは、咳、鼻水、熱が

あっても普通に入浴させましょう。清潔にすることでさっぱりし

て気分が良くなり、体の新陳代謝が活発になります。咳や鼻詰ま

りは湯気の中に入ることで改善することがあります。（冬は入浴

後の湯冷めには注意してください。） 

 

■元気がない、機嫌が悪い、食欲がないときは、入浴を控えて様

子をみましょう。 

  

■入浴させてよいかどうか判断に迷う場合は、手足やお尻・陰部

など汚れやすい場所だけでも洗ってあげましょう。 

 

2007/01/12 改訂 



インフルエンザ治療上の注意 

 
おひさまこどもクリニック 

2010/11/12 改訂 
 
１．診断について 
■周囲に流行があり、高熱および咳鼻水があり、関節痛その他の全身症状があれば、インフ

ルエンザが疑われます。 
■顔色不良・呼吸が荒い・意識障害などが無く、全身状態が良ければ、慌てて受診する必要

はありません。冷静な対応をお願いします。 
■検査をするタイミングは、38 度以上の熱が出てから 12 時間以上 48 時間以内が最も正確

です。症状が重ければ早めに検査することありますが、元気なら発熱翌日の検査で十分です。

また、家族にインフルエンザ患者がいるなど、濃厚な接触歴があれば、検査を省略すること

があります。 
 
２．抗インフルエンザ薬（タミフル、リレンザ、イナビル）の使用について 
■タミフルは内服薬、リレンザおよびイナビルは吸入薬で、どちらもインフルエンザウイル

スの増殖を抑える薬です。タミフルは 1 歳未満児への安全性・有効性は確立しておらず、

10 歳以上の未成年者には原則として使用しないことになっています。ただし、厚生労働省

は、新型インフルエンザの重症化予防の観点から、10 代へのタミフルの投与を妨げるもの

ではないとしています。リレンザやイナビルは吸入できれば何歳でも使用できます。 
■抗インフルエンザ薬を使用すると、使用しない場合に比較して平均で 1 日熱が早く下が

ると言われています。しかし、周囲へ感染力のある期間は短縮されませんので、集団生活に

戻る前に必ず医師の診察を受けてください。 
■抗インフルエンザ薬の副作用の疑いとして、意識障害、異常行動、幻覚などの精神・神経

症状が報告されています。疑わしい症状が見られた場合、服用を中止し、医師の診察を受け

てください。インフルエンザそのものが同様の症状を起こすことのある疾患であり、症状だ

けで区別することは難しい場合があります。 
■抗インフルエンザ薬でインフルエンザ脳症を予防できるかどうか、よく分かっていません。 
■インフルエンザは元々自然治癒することが多い疾患です。体力があり全身状態が良ければ、

全ての患者さんに抗インフルエンザ薬が必要な訳ではありません。 
※異常行動に備えて、インフルエンザにかかりはじめの少なくとも 2 日間は、こどもを一

人にしないようにしてください。 
※最低でも 5 日以上の安静が必要です。解熱後 48 時間を経過しないと感染力が残っていま

す。集団生活に戻る前に診察を受けてください。 
 
３．一般的な治療法について 
■安静と水分補給：「寝て治す」基本を大事にしましょう。 
■咳、鼻水などの症状に応じた対症療法を行います。 
■合併症を起こしていない限り、抗生剤は無効です。解熱剤の使いすぎで悪化する可能性も

あります。 
■ご希望の方には漢方薬で症状を和らげたり回復を早めたりする治療法もあります。 
 





アトピー性皮膚炎の治療方針 

おひさまこどもクリニック 
 

１）朝洗うこと：清潔がスキンケアの基本 
毎朝シャワーを浴びて全身を石けんで洗いましょう。夕 1 回しか洗わないのと朝夕 2 回洗うのでは治

療効果が大きく違います。寝ている間に汗をかいたり掻き傷から汁が出たりしますので、洗うだけでも

痒みが楽になります。汚れの上から薬を塗っても効きません。石けんはシャボン玉浴用などの安い純石

けんがお勧めです。 

 
２）保湿：皮膚を保護し乾燥を防ぐこと 
■汚れは皮脂の中に溶け込んでいますので、石けんでしっかり落とす必要があります。しかし、皮脂が

落ちたまま放置すると皮膚は乾燥し痒みや肌荒れがひどくなります。洗った後はすぐにワセリンや保湿

剤で皮膚を保護しましょう。 
■炎症の程度に応じてステロイド軟膏を使用する場合があります。ステロイド恐怖症は治療失敗の原因

の一つです。正しく使用すれば副作用は心配ありませんし、長期間漫然と使用する必要もありません。

痒み止めの内服薬や漢方薬を併用することで、治療効果をさらに上げることもできます。 
 
３）食餌制限：素人判断は危険 
■無理な食餌制限は本人にも家族にもストレスになるばかりでなく、栄養失調になることもあります。

本当に制限が必要なのか、担当医とよく相談しましょう。 
■チョコレート、ケーキ、アイスクリームなど砂糖の多いものやスナック菓子、肉料理、揚げ物など油

の摂り過ぎは痒みを悪化させることがあります。アレルギーというよりも栄養のバランスの問題です。 
 
４）よくある質問 
■ステロイドの副作用は本当に大丈夫か？ 
風邪薬や抗生剤など日常よく使用される内服薬の副作用の頻度に比較してステロイド軟膏の副作用の

頻度はずっと低いです。正しく使用すれば問題になることはほとんどありません。大人の手の甲の面積

に米粒 1 個程度の軟膏が適量です。但し、細菌感染や水イボなどウイルス感染のある部位に使用すると

悪化することがありますので、ご注意ください。 
■冬の朝のシャワーで風邪を引かないか？ 
アトピーは冬が一番悪化します。だからこそ冬のスキンケアが重要なのです。シャワー中はお湯が出れ

ば寒くありませんね。シャワー前の裸になる数分間とシャワー後に水分を拭いて軟膏を塗り服を着るま

での数分間に少し寒い思いをするだけで風邪を引くことはありません。むしろ、短時間の寒冷刺激は自

律神経を適度に刺激してくれますし、朝のシャワーは体と心をしっかり目覚めさせる効果もあります。 
■体質改善はできないのか？ 
体質改善という言葉はとても響きが良いですが、何かを使えば簡単に改善するという方法はありません。

安易な発想はアトピービジネス（人の弱みに付け込んで効果がないのに高価なものを売りつける商売）

の格好のターゲットです。早起き早寝や外で元気に遊ぶなど基本的な生活習慣と毎日のスキンケアを気

長に地道に続けることが一番の近道です。「お金をかけずに手間をかけて」くださいね。 



アレルギーの強さと注意すべき食品 

 

表１ 卵および卵加工品アレルギーの強さと注意すべき食品 

抗原度 除去対象食品 代替食品 

最も強い ・生卵（鶏卵、うずら卵） ・たんぱく質源として 

肉類（豚肉、牛肉、鶏肉*、羊肉など） 

魚介類など 

大豆および大豆製品 

強い ・卵使用の料理 

卵焼き、茶碗蒸し、オムレツなど 

・マヨネーズおよびマヨネーズ使用の料理 

・卵が生で使われているデザート類など 

ミルクセーキ、アイスクリーム、あわゆきかんなど 

・肉料理、魚介料理、大豆製品使用の料理 

 

・マヨドレＥ（大豆たんぱく使用ドレッシング） 

・和菓子類、ゼリー、寒天など 

やや強い ・卵を多く使った洋菓子類など 

カステラ、ケーキ、ホットケーキ、ビスケット、卵ボー

ロ、プリンなど 

・魚肉加工品、水産練り製品 

ハム、ウインナーソーセージ、ちくわ、かまぼこ、はん

ぺんなど 

・和菓子類 

ようかん、あんもち、せんべいなど 

・卵を使用しない手作りケーキ、蒸しパンなど 

・手作りソーセージ、ちくわ、かまぼこなど 

弱い ・卵を使った焼き菓子類、卵を塗りつけたせんべい、ビス

ケット、菓子パンなど 

・卵がつなぎに入っているもの 

食パン、市販揚げ物の衣、天ぷら粉、冷凍の揚げ食品、

中華そば、生そばなど 

・卵を使用しない手作りの菓子など 

 

・純粋な小麦粉やかたくり粉、コーンスターチな

どでつなぎや衣を作る 

*症状によっては使用不可 

 

表２ 牛乳および牛乳加工品に対するアレルギーの強さと注意すべき食品 

抗原度 除去対象食品 代替食品 

最も強い ・牛乳 ・たんぱく質源として 

肉類（豚肉、牛肉*、鶏肉、羊肉など）、魚介類

大豆および大豆製品 

・豆乳 

強い ・乳児用ミルク 

・生クリーム、コーヒー牛乳、フルーツ牛乳 

・チーズ 

・牛乳使用のデザート類 

プリン、アイスクリーム、ミルクセーキなど 

・アレルギー用ミルク 

 

 

・和菓子類 

ようかん、あんもち、せんべいなど 

やや強い ・ヨーグルト 

・バター、マーガリン 

・牛乳を多く使った洋菓子類など 

カステラ、ケーキなど 

・乳酸菌飲料 

・牛乳を利用した料理 

シチュー、ポタージュ、グラタン、ピザなど 

 

・なたねマーガリン 

・牛乳、生クリームを使用しない手作り菓子、ミ

ルクノンビスケットなど 

 

・アレルギー用ミルクを利用した料理 

・肉料理、魚料理、大豆製品を使った料理 

弱い ・牛乳入りの菓子類 

ビスケット、チョコレート、キャラメル、 

シャーベットなど 

・つなぎに入っているもの 

パン類、ウエハース、ウインナーソーセージ 

インスタントカレールーなど 

・牛乳、生クリームを使用しない手作り菓子 

 

・手作りソーセージ、自家製カレールー、アレル

ギー用カレールー 

*症状によっては使用不可 



 

表３ 大豆および大豆加工品に対するアレルギーの強さと注意すべき食品 

抗原度 除去対象食品 代替食品 

強い ・大豆、枝豆、おから 

・ピーナッツ 

・市販の植物油のほとんど 

大豆油、天ぷら油、サラダ油など 

・マーガリン 

・インスタントカレールー 

・ピーナッツバター、ピーナッツ入り菓子 

・チョコレート、ココア 

・インスタント食品 

ラーメン、焼きそばなど 

・油を使った菓子類 

スナック菓子類、サラダせんべいなど 

・たんぱく質源として 

肉類（豚肉、牛肉、鶏肉、羊肉など）、 

魚介類など 

・なたね油 

 

・なたねマーガリン 

・アレルギー用カレールー 

 

やや強い ・納豆、きな粉 

・きな粉、あんを使った菓子類 

・コーラ類 

・みつ豆、あんみつ 

・乾燥果実類（ノンオイル） 

・白玉団子、いもようかんなど 

 

弱い ・小豆などの豆類 

小豆、もやし、いんげん豆、おたふく豆、 

グリンピースなど 

・豆乳 

・豆腐、焼き豆腐、油揚げ、厚揚げ、がんもどきなど 

・みそ、しょうゆ 

・みそ、しょうゆを使った料理 

・しょうゆを使った漬物やせんべい、佃煮、味付けのり 

ふりかけ、みりん干しなど 

・木の実、乾燥果実類 

松のみ、アーモンド、ナッツ類、ぶどう、パイ

ン、あんず、プラムなど 

・牛乳 

・たんぱく質源として、肉類（豚肉、牛肉、鶏肉、

羊肉など）、魚介類など 

・大豆以外で作ったみそ、しょうゆ 

ダイズノンみそ、ダイズノンしょうゆ、ダイズ

ノン漬物、雑穀しょうゆ、米しょうゆなど 

・干しのり 

 

（※表１・２・３の出典／南久美子・他：食物アレルギー治療食の実際、臨床栄養、90：813～815,1997 より、一部改変） 

 

 

 

表４ 小麦を使った食品に対するアレルギーの強さ（推定） 

抗原度 除去対象食品 

最も強い うどん、そうめん、ラーメン、ピザ、パスタ、パン、ビスケット、ケーキなど 

強い 天ぷら、フライ、唐揚げ、ハンバーグ、練り製品、菓子類など 

やや強い 麦みそ、（麦茶？） 

弱い しょうゆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2012.6.4 

おひさまこどもクリニック 



チャイルドシートを正しく選んでいますか？ 

おひさまこどもクリニック２００９年１月８日 

 

☆どのチャイルドシートも助手席に付けないこと☆ 

 

 

 

 

 

 

 

乳児用 幼児用 乳児＋幼児用 

新生児～１２か月 １歳～４歳位 新生児～４歳位 

体重１０kg未満 体重９～１８kg 体重１８kgまで 

後ろ向きに取り付け 前向きに取り付け １０kgまで後ろ向き 

１０kg以上は前向き 

※手前に強く引いて3cm以上動く場合、締め付け不足です。 

  

 

☆背もたれのないジュニアシートを使わないこと☆ 

幼児にお尻に敷くだけのジュニアシートを使うのは大変危険です！ 

こどもが眠った時などベルトと体の位置関係がずれやすく、事故時に頚部

や内臓を損傷する可能性が大です。 

 

 

幼児用チャイルドシートを卒業したいときは、背もたれのついたジュニアシートを

選びましょう。１５kg～３６kg位（３歳～１１歳位）が対象です。 
お勧めコース 

乳児用 → 幼児用 → 背もたれ付ジュニアシート 

または 乳児＋幼児用 → 背もたれ付ジュニアシート 

 

 

 

 

 

 

チャイルドシート点検をします。ご希望の方はお気軽にお申し付けください。 

 

注意：１歳～１１歳を対象としたインパクトシールド付ジュニアシート（左写

真）は、低年齢では腹部圧迫の問題があります。１－２歳児にはハーネスタ

イプ（右写真）をお勧めします。 




